
小 中 学 校 3 4校 の
タ ブ レ ッ ト Ｐ Ｃ ト ラ ブ ル

2 0 1 4年 ８月 ～
2 0 1 5年 ７月

ハ ー ドウ ェ アの トラ ブ ル 6 1 9

ソ フ トウ ェ ア の トラ ブ ル 2 6 6

ネ ッ トワ ー ク の トラ ブ ル 1 4 5

そ の 他 の 障 害 8

　 　 　 　 　 合 　計 1 0 3 8

８月 ９月 １０月１１月１２月１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 合計
運用方法 13 23 14 12 5 2 13 6 9 5 7 6 115
PC操作 20 22 69 6 13 14 17 17 14 12 7 10 221
PC設定 34 30 24 43 54 39 38 39 63 34 38 35 471
PCなど障害 84 91 39 108 88 103 79 86 131 75 73 81 1038
合計 151 166 146 169 160 158 147 148 217 126 125 132 1845

タブレットパソコンのヘルプデスク受付（２０１４年から２０１５年）
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区政報告
ニュース

決
算
特
別
委
員
会
で

本
会
議
に

続
き
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
全
校
一
人
一

台
体
制
（
約
９
５
０
０
台
）
導
入
か

ら
１
年
が
経
過
し
た
も
と
で
の
問
題

を
た
だ
し
ま
し
た
。
そ
の
教
育
効
果

の
検
証
は
、
ま
だ
検
証
す
る
内
容
が

議
会
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
、
今
後
速
や

か
に
区
教
委
と
し
て
議
会

と
区
民
の
前
に
明
ら
か
に

し
て
、
議
論
す
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
導
入
に
多
額

の
予
算
（
５
年
間
で
32
億

円
）
を
使
っ
た
だ
け
に
、

機
器
の
ト
ラ
ブ
ル
は
じ
め

ハ
ー
ド
ソ
フ
ト
面
の
様
々

な
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る

問
題
を
取
り
あ
げ
く
の
対

応
を
た
だ
し
ま
し
た
。
と

り
わ
け
、
同
じ
機
種
を
採

用
し
た
佐
賀
県
立
高
校
で

は
あ
ま
り
に
も
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
が

生
じ
た
た
め
今
年
度
か
ら
機
種
変
更

し
て
い
る
だ
け
に
心
配
で
す
。

教
育
委
員
会
は
、
年
間
の
ト
ラ
ブ

ル
発
生
状
況
な
ど
一
部
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
（
上
・
左

表
）
）
。
全
校
に
配
置
さ
れ

て
い
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
対

応
以
外
は
含
ま
れ
ず
、
電

話
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
や
そ

の
結
果
の
数
字
で
す
。
Ｐ

Ｃ
本
体
の
交
換
、
持
ち
帰

り
修
理
な
ど
頻
繁
に
起
こ
っ

て
い
る
実
態
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
数
１
年
間
に
１

０
０
０
件
以
上
で
す
。
区
教
委
は
い

ず
れ
も
「
軽
微
」
な
ど
と
い
い
ま
す

が
、
内
容
を
み
る
と
明
ら
か
に
授
業

が
遅
滞
す
る
で
あ
ろ
う
事
象
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
区
教
委
は
、
こ
の
間
の
各
教

科
ご
と
の
利
用
時
間
数
な
ど
を
把
握

し
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
教
育
現
場

へ
の
「
利
用
押
し
つ
け
」
な
ど
論
外

で
す
が
、
巨
額
の
財
源
を
つ
ぎ
込
ん

だ
事
業
で
あ
り
、
子
ど
も
の
立
場
に

立
ち
事
実
に
基
づ
い
た
冷
静
か
つ
真

摯
な
検
証
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

横山幸次区議のホームペー

ジ・ブログ・ツイッター

をご覧下さい。横山幸次

で検索して下さい。

裏面 荒川区政の情報、

お知らせなど

11月２日(月)
午後６時～８時

横山区議事務所
弁護士と横山区議が相談をお受けし

ます。秘密は厳守します。お急ぎの場

合は、北千住法律事務所の相談日など

ご紹介します。

生活相談は、随時受付ています。

TEL&FAX ３８９５－０５０４
不在時は、留守電へ、後で連絡します。

区役所控室 ３８０２－４６２７

毎
年
同
じ
繰
り
返
し
で
は
あ
っ
て
も

季
節
の
移
り
変
わ
り
は
、
そ
の
時
々
の

世
情
も
反
映
し
て
色
々
な
思
い
を
呼
び

起
こ
す
も
の
で
す
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問

題
で
長
ら
く
囲
い
で
閉
ざ
さ
れ
た
場
所

の
対
策
工
事
が
進
み
正
面
あ
た
り
は
、

ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
は
じ
め
ほ
ぼ
完
成
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
後
は
池
の
一
部
の

工
事
が
完
了
す
る
の
を
待
つ

ば
か
り
の
よ
う
で
す
。
全
面

開
放
が
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
ト
ン
ボ
池
あ
た
り
に
目
を
や

る
と
風
に
揺
れ
る
ス
ス
キ
の
穂
が
飛
び

込
ん
で
き
ま
し
た
。
ス
ス
キ
と
い
う
も

の
は
、
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
さ
せ
る

と
と
も
に
感
傷
的
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
そ
の
先
に
は
、
冬
か
ら
春
へ
の

橋
渡
し
す
る
存
在
で
も
あ
る
の
で
す
。

何
と
な
く
人
間
的
で
す
ね
。
横
山
幸
次

機器を巡るトラブル事例（一部）
・キーボード故障(諏訪台他多数)…引き上げ修理

・外カメラ不動作(南２中他多数)…引き上げ修理

・wifiの接続障害(ひぐらし小)…メーカー修理

・液晶の色むら(赤土小)…メーカ修理

・画面表示が不正常(ひぐらし小)…メーカー修理

・電源が持たずスリープにすると別のPCが応答なし(四中)

・サーバーフリーズで全タブレットが通信不能(二峡小)

・画面表示が半分ずれた(二瑞小)

・半分のパソコン15台ソフトキーボード起動せず(大門小)

…など

完成したジャブジャブ池とススキが光る尾久の原

質疑する横山区議



 うち区内 　  うち区内 15・4 14.6

特養ホーム 102 【 86】 7 【 7】 740 【 717】 571 【553】 169 【164】 77% 77%

老人保健施設 93 【 89】 3 【 3】 438 【 426】 263 【253】 175 【173】 60% 59%

療養型施設 21 【 17】 3 【 3】 108 【   96】 82 【 69】 26 【 27】 76% 71%

　　小　計 216 【192】 13 【13】 1286 【1239】 916 【875】 370 【364】 71% 70%

有料老人ホーム 243 【171】 17 【 4】 471 【 407】 92 【 88】 379 【319】 20% 21%

　　合　計 459 【363】 30 【17】 1757 【1646】 1008 【963】 749 【683】 57.40% 58.50%

　　　増　減 111 45 66 △1.1%

区内割合
区外人数

事業者 入所者数

　　　　　[　　]内は2014/６

生活保護受給者
区外施設状況

有料老人
ホーム

サービス付き
高齢者住宅

合計

区外入所者数 140[108] 155[ 97] 295[205]

　増　減 32 58 90

65歳以上 住民税非課税世帯 75歳以上
千代田区 全額助成 全額助成 全額助成
中央区 自己負担2500円 自己負担2500円 全額助成
港区 全額助成 全額助成 全額助成
新宿区 自己負担2500円 自己負担2500円 全額助成
台東区 自己負担2500円 全額助成 自己負担2500円
墨田区 自己負担2500円 自己負担2500円 全額助成
江東区 自己負担2500円 自己負担2500円 全額助成
渋谷区 自己負担2500円 全額助成 全額助成
北区 自己負担2500円 自己負担2500円 全額助成(72才以上)

荒川区 自己負担2500円 自己負担2500円 自己負担2500円

広島の 土砂災害や鬼怒川の氾濫と異常気象が続く

中で、水害対策も議論になりました。

200年に一度の豪雨などで荒川が北区の岩淵水門付

近で決壊する想定で洪水ハザードマップが作られてい

ますが、さらにわかり易く役立つハザードマップに見

直すことなどを求めています。

時間の経過・浸水シュミレーションや地域の状況を

反映した内容にする必要があります。また、各家庭や

それぞれの個人が自分で考えて作る「マイハザードマッ

プ」なども区として

提案するように検討

していることが表明

されました。

地震と水害などそ

れぞれの災害にどう

対応するか、改めて

区民の意識に訴える

ものが必要になりま

す。

決算委員会では、昨年度の区予算の執行状況などを調査すると

ともに区の基本姿勢などもただしました。

この中で、「住み続けられるまち荒川区」をめざす医療・介護

についての区の対応が問われました。

特養ホームや有料老人ホームなど介護施設の入所者は、今年４

月現在、1,757人で昨年の1,646人（昨年6月）から111人増加。そ

のうち、区外施設に749人入所し、昨年より66人増加です。 在宅

介護サービスも施設数も不足しています。

また、生活保護受給者で区外施設に転出せざるを得なかった方

が226人（昨年６月時点）でした。さらに、今年４月には295人と6

9人転出される方が増えています。このままでは、区外に転出され

る方が、年々増え続けてしまいます。

在宅介護の充実と必要な施設建設や誘致が急がれますが、当面

は「検討する」という答弁で切実な実態からすると実情に合いま

せん。

政府も要支援のサービスや特養入所などを抑制

しています。増税しても社会保障に予算が回って

いないことがはっきりしています。

10月1日から実施する高齢者インフルエンザ予防接種票が65才以上の方に届い

ています。今年のインフルエンザワクチンがＡ型2株 ＋Ｂ型2株の３価ワクチン

からＡ型2株Ｂ型2株の４価ワクチンとなり、その単価が引き上がったことに伴っ

て、高齢者の自己負担(半額は補助)が2200円から2500円に値上がりました。

特別区は統一単価を決定し、高齢者自己負担割合を約５割と定めていますが、

区によっては全

額助成を行って

います。荒川区

も検討が必要で

す。

決算委員会などの議論やく

らしに関わる情報などお知ら

せします。みなさんのご意見

をお寄せ下さい。


